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        No. 2490
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【
う
ら
へ
続
く
】

　

夏
休
み
。「
９
連
休
の
人

が
多
い
。
年
休
消
化
の
た

め
10
連
休
の
人
も
い
た
」

「
実
家
に
帰
郷
。前
半
は
連

日
の
猛
暑
に
姪
、
甥
を
連

れ
て
プ
ー
ル
通
い
」「
台
風

接
近
で
家
族
旅
行
の
日
程

を
変
更
し
早
め
に
帰
省
し

　

最
低
賃
金
は
政
府
の
中

央
最
賃
審
議
会
が「
目
安
」

を
示
し
、
地
方
の
最
賃
審

議
会
で
改
定
額
を
決
め
ま

す
。
今
年
の
目
安
の
引
き

上
げ
率
は
３
・
09
％
で
、全

国
平
均
は
９
０
１
円
で
し

た
。
国
の
目
安
が
お
も
し

と
な
っ
て
、
地
方
の
審
議

会
で
も
低
額
に
押
さ
え
つ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京

は
１
０
１
３
円
、
鹿
児
島

は
７
９
８
円
で
、
格
差
は

拡
大
し
ま
し
た
。
鹿
児
島

が
時
給
１
０
０
０
円
に
な

最
低
賃
金

  

時
給
１
５
０
０
円　

全
国
一
律
制
創
設
を

　

国
の
目
安
に
よ
っ
て
低
水
準
押
し
つ
け

　

地
域
格
差
も
拡
大

　

９
日
の
平
和
記
念
式
典

で
長
崎
市
の
田
上
富
久
市

た
。
新
幹
線
の
指
定
席
を

確
保
す
る
に
苦
労
し
た
」

「
自
宅
で
高
校
野
球
を
楽

し
ん
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
型
台
風
10
号
。
15
日
、

広
島
県
呉
市
付
近
に
上
陸
、

中
国
地
方
を
横
断
。「
猛
烈

な
風
雨
が
西
日
本
の
各
地

を
襲
っ
た
」「
東
京
も
時
折

強
い
雨
が
降
っ
た
」「
夜
、

風
が
強
か
っ
た
」「
山
陽
新

幹
線
の
計
画
運
休
な
ど
、

お
盆
休
み
の
交
通
に
大
き

く
影
響
し
た
」「
新
潟
県
や

山
形
県
で
は
フ
ェ
ー
ン
現

象
が
発
生
し
40
℃
を
超
え

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
爆
投
下
か
ら
74
年
。

「
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・

長
崎
で
田た
う
え上
市
長
が
日
本

「
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
と
わ
ず
か
」

    

首
相
は
被
爆
者
の
願
い
を
聞
き
入
れ
よ

長
は
、
日
本
政
府
が
「
核

兵
器
禁
止
条
約
に
背
を
向

け
て
い
る
」
と
批
判
し
、

「
一
刻
も
早
く
核
兵
器
禁

止
条
約
に
署
名
、
批
准
し

て
く
だ
さ
い
」
と
求
め
ま

し
た
。

　
「
残
さ
れ
た
時
間
は
あ

と
わ
ず
か
、
ど
う
か
核
廃

絶
等
、
必
死
に
訴
え
続
け

る
被
爆
者
の
願
い
を
受
け

止
め
て
く
だ
さ
い
」。長
崎

県
の
被
爆
者
５
団
体
に
よ

る
安
倍
首
相
へ
の
申
し
入

れ
書
に
記
さ
れ
た
痛
切
な

訴
え
で
す
。
被
爆
者
の
高

齢
化
は
進
み
、
平
均
年
齢

は
82
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

被
爆
国
日
本
で
、
禁
止

条
約
に
参
加
す
る
政
府
を

つ
く
る
こ
と
は
、
世
界
の

運
動
を
大
き
く
励
ま
し
、

条
約
の
発
効
と
「
核
兵
器

の
な
い
世
界
」
へ
の
大
き

な
力
と
な
り
ま
す
。

る
の
は
、
10
年
近
く
も
先

で
す
。

　

全
労
連
は
19
道
府
県
の

労
働
者
の
「
最
低
生
計
費

試
算
」
の
調
査
結
果
を
発

表
し
て
き
ま
し
た
（
別

表
）。全
国
ど
こ
で
も
生
計

費
に
大
き
な
差
が
な
く
、

月
約
22
万
～
24
万
円
、
時

間
額
で
１
４
０
０
～

１
５
０
０
円
程
度
が
必
要

と
分
か
り
ま
し
た
。

　

国
が
生
活
の
実
態
を
見

な
い
目
安
を
出
し
て
、
都

道
府
県
ご
と
に
ば
ら
ば
ら

に
決
め
、
最
賃
全
体
を
低

額
に
抑
え
る
現
行
制
度
の

欠
陥
が
明
ら
か
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
直
ち

に
全
国
ど
こ
で
も
１
０
０

０
円
と
す
る
と
と
も
に
速

や
か
に
１
５
０
０
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
、
全
国
一

律
最
賃
制
度
の
創
設
を
主

張
し
て
い
ま
す
。

政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
署
名
・
批
准
を
迫
っ

た
」「
安
倍
首
相
は
３
年
連
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

国
土
交
通
省
は
８
日
、

２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪

の
円
滑
な
開
催
や
国
際
競

争
力
強
化
や
訪
日
外
国
人

受
け
入
れ
拡
大
な
ど
を
口

実
に
、
羽
田
空
港
を
発
着

す
る
航
空
機
が
都
心
上
空

を
低
空
飛
行
す
る
新
た
な

飛
行
ル
ー
ト
を
決
定
し
ま

し
た
。 羽

田
３
月
か
ら
新
ル
ー
ト

都
心
を
低
空
飛
行

「
理
解
得
る
」
の
約
束
破
る

　
「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
２
０
１
９
」
の

企
画
展
の
一
つ
「
表
現

の
不
自
由
展
・
そ
の
後
」

が
、
わ
ず
か
３
日
で
中

止
に
追
い
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
問
題
で
名
古
屋

市
の
河
村
市
長
や
菅
官

続
、
条
約
に
言
及
し
な

か
っ
た
」「
唯
一
の
被
爆
国

の
首
相
と
し
て
失
格
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集

「
忘
れ
ら
れ
た
“
ひ
ろ
し

ま
”
～
８
万
８
千
人
が
演

じ
た
“
あ
の
日
”
～
」（
10

日
）
が
話
題
に
。「
映
画

「
ひ
ろ
し
ま
」が
お
蔵
入
り

に
な
っ
た
経
緯
が
紹
介
さ

れ
た
」「
こ
の
よ
う
な
映
画

が
市
民
の
協
力
で
作
ら
れ

て
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ

た
」「
国
内
外
で
上
映
運
動

が
広
が
り
始
め
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

福
島
第
１
原
発
廃
炉
問

題
。「
放
射
性
物
質
を
含
ん

　

新
宿
や
品
川
、渋
谷
、中

野
な
ど
上
空
を
通
過
す
る

関
係
自
治
体
や
住
民
か
ら
、

事
故
や
騒
音
、
落
下
物
の

不
安
や
懸
念
の
声
が
だ
さ

れ
て
い
ま
す
。
品
川
、
渋

谷
両
区
議
会
か
ら
は
新

ル
ー
ト
の
撤
回
、
見
直
し

を
求
め
る
意
見
書
・
決
議

が
全
会
一
致
で
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
都
議
団
は

８
日
、「
自
治
体
や
住
民
の

理
解
を
得
る
と
い
う
約
束

を
破
る
」
と
し
て
、
国
と

都
に
抗
議
す
る
声
明
を
発

表
し
ま
し
た
。

だ
処
理
水
保
管
用
タ
ン
ク

の
設
置
場
所
が
２
０
２
２

年
夏
頃
に
満
杯
に
な
る
と

い
う
」「
浄
化
装
置
で
ト
リ

チ
ウ
ム
は
除
去
で
き
な
い
。

海
へ
の
放
出
は
許
さ
れ
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
学
園
問
題
で
大
阪

地
検
特
捜
部
が
佐
川
元
国

税
庁
長
官
ら
を
再
び
不
起

訴
処
分
（
９
日
）。「
決
裁

文
書
改
ざ
ん
に
関
わ
り
自

殺
し
た
近
畿
財
務
局
職
員

は
公
務
災
害
に
認
定
さ
れ

て
い
た
」「
こ
れ
で
終
結
は

納
得
で
き
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

香
港
問
題
。「
反
対
派
が

空
港
を
占
拠
し
、
一
時
運

航
が
中
止
に
な
っ
た
」「
中

韓国敵視を煽るな！自衛隊はイランに行くな！
安倍９条改憲 NO ！辺野古新基地建設は断念を！

8・19 国会議員会館前行動 

　　　　8 月 19 日（月）18:30 ～
場所：衆議院第２議員会館前を中心に

共催：戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実行委員会

　　　安倍 9 条改憲 NO ！全国市民アクション

愛
知
の
企
画
展
中
止
に

思
う

房
長
官
が
、
展
示
物
の
内

容
が
問
題
だ
と
し
て
介
入
、

干
渉
発
言
を
行
っ
た
。

　

表
現
の
自
由
を
断
固
と

し
て
守
る
べ
き
行
政
が

と
っ
た
態
度
は
認
め
が
た

い
。
憲
法
は
検
閲
を
禁
止

し
て
い
る
。       （
Ｅ
）

被
爆
者
の
叫
び
に
背
を

向
け
る
首
相  

許
せ
な
い

副業の労働時間通算せず

労基法を逸脱し
　　長時間労働を助長

　

労
働
者
の
副
業
や
兼
業

を
す
る
際
の
労
働
時
間
に

つ
い
て
、
厚
労
省
の
検
討

会
は
７
月
25
日
、「
複
数
職

場
の
労
働
時
間
は
通
算
せ

ず
、
事
業
所
ご
と
に
管
理

す
る
」
こ
と
を
盛
り
込
ん

だ
報
告
書
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

長
時
間
労
働
を
防
ぐ
た

め
の
労
働
時
間
の
「
通
算

規
定
」
が
緩
和
さ
れ
、
長

時
間
労
働
を
助
長
す
る
危

険
な
内
容
で
、
安
倍
内
閣

が
骨
太
方
針
で
決
定
し
た

「
兼
業
・
副
業
の
推
進
」
を

受
け
て
、
規
制
を
骨
抜
き

に
す
る
も
の
で
す
。

　

労
働
基
準
法
で
は
、
複

数
の
職
場
で
働
く
場
合
の

労
働
時
間
は
通
算
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
守

り
長
時
間
労
働
を
防
止
す

る
こ
と
こ
そ
必
要
で
す
。

　

長
崎
の
平
和
記
念
式
典

で
被
爆
者
代
表
と
し
て
挨

拶
し
た
山
脇
佳
朗
さ
ん
は
、

「
安
倍
総
理
に
お
願
い
し

た
い
。
こ
の
間
題
だ
け
は

ア
メ
リ
カ
に
追
従
す
る
こ

と
な
く
、
核
兵
器
に
関
す

る
す
べ
て
の
分
野
で
『
核

兵
器
廃
絶
』
の
毅
然
と
し

た
態
度
を
示
し
て
く
だ
さ

い
」
と
痛
切
に
訴
え
ま
し

た
。
安
倍
首
相
は
、「
核
保

有
国
の
参
加
が
得
ら
れ
て

い
な
い
」「
国
際
社
会
に

い
っ
そ
う
の
分
断
を
も
た

ら
し
て
い
る
」
と
禁
止
条

約
を
敵
視
。
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
の
首
相
と
し
て
恥

ず
べ
き
態
度
で
、
憤
り
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
。（
Ｆ
）

国
が
介
入
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
流
血
が
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ゴ
ル
フ
全
英
女
子
オ
ー

プ
ン
。
渋
野
日ひ

な向
子こ

選
手

が
優
勝
（
４
日
）。「
メ

ジ
ャ
ー
優
勝
は
日
本
人
42

年
ぶ
り
。
快
挙
だ
」「
海
外

メ
デ
ィ
ア
が
ス
マ
イ
ル
シ

ン
デ
レ
ラ
と
評
し
た
。
凱

旋
記
者
会
見
も
爽
や
か

だ
っ
た
」


